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フランス言語文化基幹演習Ⅱ

French Language and Culture: Basic Seminar Ⅱ

2 後期 金曜･３時限

人文４０１演習室

該当

授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
２０２６Lカリ, ２０２５Ｌカリ, ２０２４Lカリ

【2023年度以降ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】人文学部人文学科の学士（文学） 教科書の講読と問題演習によって、日常的なフランス語の基礎
の称号にふさわしい基礎学力と専門的学力が身についている。 的表現力を身につけることができるようになります。
【思索力・受容力・批判力】

⇔

【2023年度以降ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】必要な情報を的確に収集し、理解 教科書の講読と問題演習によって、日常的なフランス語の基礎
し、発信する力が身についている。【メディアリテラシー・コ 的表現力を身につけることができるようになります。
ミュニケーションリテラシー・外国語能力】

⇔

授業で学べる「テーマ」 芸術文化、多文化協働

全学横断特別教育プログラム

授業の概要 演習形式の授業です。
フランスおよびフランス語圏に関連する最新のトピックを易しく分かりやすい文章で講読します。受講生
はフランス語の基礎を復習しながら、政治、経済、歴史、社会、産業、文化、教育、芸術、スポーツなど、
様々な分野にわたる興味深い話題を通して、言葉の背後に広がる社会や文化の多様性を自然な形で学びま
す。

授業計画 1.ガイダンス：この授業の進め方、教科書、辞書、事前事後学習の方法について学びます
2.日本映画とカンヌ
3.フランスの地方言語
4.百獣の王だった熊
5.バティックの職業教育
6.EUと農業協定
7.フロン・ド・メール
8.浸食が進むフランスの沿岸地帯
9.関連記事：社会運動
10.関連記事：インフラ
11.関連記事：映画と演劇
12.関連記事：文学作品
13.関連記事：食文化
14.関連記事：旅行
15.まとめ；この授業についてのアンケート（10分程度）を行います

成績評価の方法 授業での講読・演習（50％）と期末試験（50％）により、総計点に基づいて成績評価を行います。

成績評価の基準 講読・演習：(1)構文の理解、(2)語彙の理解、(3)発話状況の理解、(4)文体的特徴の理解、(5)歴史・社
会的コンテクストの理解を判定基準とし、（1）～（5）に加えて、授業で学んだ文献が適切に参照されて
いれば「卓越している」。(1)から(5)の5項目を満たしていれば「かなり上にある」。4項目までできてい
れば「やや上にある」。3項目までできていれば「合格水準にある」と評価されます。
期末試験：授業で示した例題と同レベルの問題が解ければ「水準にある」、応用問題が解ければ「やや上
にある」、やや難しい応用問題が解ければ「かなり上にある」、例題からは難しい応用問題が解ければ「
卓越している」と判断します。

事前事後学習の内容 毎回の授業の終わりに学習内容を振り返って事後学習用の短答式課題を出題し、また、次回の内容につな
がる予習の指示を行います。次の回の冒頭で、前回の事後学習課題について討議を行います。
※この授業は90時間の学習を必要とする内容です。したがって、60時間以上の授業時間外学習が必要とな
ります。

履修上の注意 フランス語の演習の授業のため、フランス語学習者が対象です。
受講前に必ずこの授業のeALPSを参照してください。
当然ながら，不測の事態がない限り毎回出席すること。
この科目では授業内での読解・討議・課題への取り組みを重視します。これらは出席を前提として行われ
るため、欠席が多い場合、高得点は困難になります。

質問、相談への対応 授業終了後，時間があればその場で質問に応じます。それ以外の時間はメールで対応します（メールアド
レスはeALPSに掲載）。

教科書 次の教科書を使用します。大学生協で購入してください。
石井洋二郎 /野崎夏生 /ジョルジュ・ヴェスィエール『時事フランス語 －2026年度版－』、朝日出版社、
2026年、本体1,900円+税
ISBN: 978-4-255-35390-6
（教科書の後半を講読します。前半は前期の授業「フランス言語文化基幹演習Ⅳ」で講読します）



参考書 授業中に随時紹介します。


